
改
正
法
附
則
第
19条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
最
終
保
障
供
給
に
係
る
約
款
以
外
の
供
給
条
件
の
承
認

を
受
け
た
い
の
で
申
請
し
ま
す
。

料
金

そ
の

他
の

供
給

条
件

実
施

期
日

及
び

実
施

期
間

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報
様
式
第
５
（
第
９
条
関
係
）

最
終
保
障
供
給
特
例
承
認
申
請
書

年
月

日
殿

住
所

氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）



備
考
１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名

は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
四
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
ノ
三
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
二
十
九
条
ノ
八
並
び
に
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第

百
三
十
六
号
）
第
五
条
第
四
項
、
第
五
条
の
二
及
び
第
十
九
条
の
四
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
設
備
規
程

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

船
舶
設
備
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
船
舶
設
備
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
極
海
域
航
行
船
」
と
は
、
外
洋
航
行
船
（
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
安
全
法

施
行
規
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
の
船
舶
（
自
ら
漁
ろ
う
に
従
事
す
る
も
の
に
限
る
。）を
除
く
。）で
あ
つ
て
極
海

域
（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
別
表
第

一
の
五
に
掲
げ
る
南
極
海
域
又
は
北
極
海
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
航
行
す
る
も
の
を
い
う
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
公
用
に
供
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に

限
り
、
こ
の
省
令
の
規
定
の
う
ち
極
海
域
航
行
船
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
十
五
条
の
七
第
二
項
中
「
の
船
員
室
の
床
面
積
が
七
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
船
員
室
の

定
員
は
、」を
「
に
つ
い
て
は
、管
海
官
庁
が
当
該
船
舶
の
構
造
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、

当
該
船
員
室
の
定
員
を
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
十
三
の
三
第
二
項
中
「
全
長
」
を
「
極
海
域
航
行
船
及
び
全
長
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

極
海
域
航
行
船
（
極
海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
船
橋
は
、
全
閉
囲
型
船
橋
（
船
橋
か
ら
暴
露
部
へ
直
接
至
る
出
入
口
を
有
し
な
い
船
橋

を
い
う
。
第
百
四
十
六
条
の
二
十
八
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
当
該

船
舶
の
設
備
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
編
第
四
章
第
五
節
中
第
百
十
五
条
の
三
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
着
氷
除
去
設
備
）

第
百
十
五
条
の
三
十
三

極
海
域
航
行
船
に
は
、
船
舶
の
着
氷
を
除
去
又
は
船
舶
へ
の
着
氷
を
防
止
す
る
た
め
の
設

備
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
編
第
六
章
中
第
百
二
十
二
条
の
十
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
極
海
域
航
行
船
の
非
常
用
生
存
設
備
）

第
百
二
十
二
条
の
十
四

極
海
域
航
行
船
に
は
、
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
非
常
用
生
存
設
備
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
五
及
び
第
百
四
十
六
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
極
海
域
航
行
船
の
せ
ん
光
灯
及
び
音
響
信
号
装
置
）

第
百
四
十
六
条
の
五

極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
砕
氷
船
（
主
と
し
て
海
氷
が
あ
る
海
域
に
お
い
て
砕
氷
作
業
に
従

事
す
る
船
舶
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
援
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
灯
光
等
に
つ
い
て
告
示
で

定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
紅
色
の
せ
ん
光
灯
を
後
方
か
ら
視
認
で
き
る
位
置
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

極
海
域
航
行
船
（
砕
氷
船
に
限
る
。）に
は
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
音
響
信
号
装

置
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
六

削
除

第
百
四
十
六
条
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
極
海
域
航
行
船
の
探
照
灯
）

第
百
四
十
六
条
の
八

極
海
域
航
行
船
に
は
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
二
以
上
の
探
照

灯
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
の
航
海
の
態
様
等
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な

い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
二
十
第
一
項
中
「
も
の
」
の
下
に
「
及
び
極
海
域
航
行
船
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三

項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

極
海
域
航
行
船
に
は
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
二
以
上
の
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
及

び
ジ
ャ
イ
ロ
・
レ
ピ
ー
タ
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
当
該
船
舶
の
設
備
等
を
考
慮
し

て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
二
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
衛
星
コ
ン
パ
ス
）

第
百
四
十
六
条
の
二
十
の
二

極
海
域
航
行
船
（
北
緯
八
十
度
以
北
の
海
域
又
は
南
緯
八
十
度
以
南
の
海
域
を
航
行

す
る
も
の
に
限
る
。）に
は
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
衛
星
コ
ン
パ
ス
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
二
十
三
中
「
旅
客
船
」
及
び
「
も
の
」
の
下
に「（
極
海
域
航
行
船
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

極
海
域
航
行
船
に
は
、
機
能
等
に
つ
い
て
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
二
以
上
の
音
響
測
深
機
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
当
該
船
舶
の
設
備
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
四
十
六
条
の
二
十
八
中「（
船
橋
か
ら
暴
露
部
へ
直
接
至
る
出
入
口
を
有
し
な
い
船
橋
を
い
う
。）」
を
削
る
。

第
百
四
十
六
条
の
四
十
八
の
二
第
二
号
中
「
第
二
条
第
九
項
」
を
「
第
二
条
第
十
項
」
に
、「
第
二
条
第
七
項
」
を

「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
六
条
の
四
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
流
氷
等
に
関
す
る
情
報
の
把
握
）

第
百
四
十
六
条
の
四
十
九
の
二

極
海
域
航
行
船
に
は
、
流
氷
そ
の
他
の
海
氷
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
七
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

極
海
域
航
行
船
の
暴
露
部
に
設
置
す
る
電
気
機
械
及
び
電
気
器
具
は
、
低
温
に
よ
り
そ
の
性
能
に
支
障
を
生
じ

な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
の
航
海
の
態
様
等
を
考
慮
し
て
管
海
官
庁
が
差
し
支
え

な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
百
八
十
七
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
六
項
」
を
「
第
二
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。


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